
豆の危険性を周知する活動

2020年⚒月⚓日，松江市の保育施設の豆まきで，⚔歳児が豆をのどに詰まらせて死亡した。子どもの安
全に最大の配慮が必要とされる保育の場で，以前から窒息死が発生することがよく知られている豆まきの
豆で，また窒息死が発生した。
私は，これまで，研修会などの講演で「日本では，豆による気道異物が発生する日は決まっています。

節分の翌日には，日本のあちこちで，耳鼻科医が気管支鏡で豆を取り出しています」と話していた。聴講
している人は，豆が気道に入る危険性より，そんなことが起こることを面白がってか，笑って聞いている
ことが多い。豆が気管支を閉塞して死亡することがあるとは思わないようだ。小児科医であれば，気道異
物の怖さをよく知っている。実際に豆やナッツ類の誤嚥を経験した医師なら，その危険性を熟知してい
る。

これまでの予防活動は

松江市の事例があったことから，2020年⚒月半ばに，資料を保管している私のファイリング・キャビネ
ットから，30年ぶりに「気道異物（ピーナッツ）」のファイルを出してみた。1974年から1984年までに出
された13編のレポートがファイルされていた。すっかり忘れていたが，自分でも，⚑歳児のピーナッツに
よる気道異物の⚔例を1988年の「小児科臨床」誌に報告していた1)。その最後には「ピーナッツなどの豆
類，またはピーナッツを含んだせんべいやチョコレートは，少なくとも満⚒歳（～⚕歳）を超えるまでは
与えてはいけないことを家人に周知させることが最も大切である」と書いていた。これらのレポートでは
死亡例があることも示され，予防が最も重要であり，そのためには「⚕歳以下の子どもにはピーナッツを
与えないこと」をマスコミを利用して伝える，育児指導に加えるなどと書かれていた。

雉本先生の新聞記事では

ファイルのなかに，周りが茶色く変色した新聞記事の切り抜きがあった。35年くらい前の記事だ。「子
供（原文ママ）クリニック」という連載で，表題は「ピーナツ（原文ママ）は要注意」，書いているのは
国立小児病院（現在の国立成育医療研究センター）呼吸器科医長の雉本忠市先生だ。最後に「子供（原文
ママ）の気道異物は節分からしばらくの間，頻度が急上昇する。幼児に豆を食べさせるのは絶対にやめて
ほしいし，乳幼児のいる家では数を数えて豆をまき，後からすべて拾い集める配慮が必要である」と書か
れていた。
一般の人に対し，メディアで「食べさせるのは絶対にやめて」と書いても，社会には伝わっていなかっ

た。

学会誌の報告を見ると

医学関係の雑誌でも，30年以上前からピーナッツの危険性と予防法が何度も指摘されてきた。2013年⚙
月発刊の日本小児科学会雑誌には，日本小児呼吸器学会から「小児の気道異物」の総説が出ており，その
最後には「ナッツ・豆類などの気道異物になりやすい食品の包装紙に注意喚起の表示を義務化するなど，
行政レベルでの事故予防に向けた取り組みが求められる」と記載されている2)。
最近でも，小児科関係の学会では，ピーナッツによる気道異物の症例がたびたび報告されている。例え

ば，「⚑歳⚘カ月児が⚒カ月間に発熱を⚓回繰り返し，毎回，肺炎と診断されていたが，⚓回目に気道異
物が疑われ，ピーナッツが原因とわかって摘出した」などである。新聞記事と同様に，医療界の報告も社
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